
IRcuresILLからrliaisonプロジェクトへ

～リポジトリと図書館活動の接点を探して～

小樽商科大学 学術情報課 情報普及係
南 絵里子



本日の内容

• Barrelについて

• IRcuresILLプロジェクトについて

• rliaisonプロジェクトについて



Barrelについて



小樽商科大学について

1. 小規模

教員数 128名

学生数 学部生：2337名、大学院生：124名

2. 1学部（商学部）

ただし、学科構成は社会科学全領域に及ぶ

経済学科、商学科、企業法学科、社会情報学科、

一般教育系、言語センター、

アントレプレナーシップ専攻（ビジネススクール）



小樽商科大学図書館について

WG WG

WG

WG WG

WG監督



小樽商科大学学術成果コレクション
Otaru Univ. of Commerce Academic Collection

愛称 Barrel （=大きな樽）



小樽商科大学IR Barrelのこれまで

• 2007年04月 IR設置検討開始

図書館内でWGグループ設置

CSI応募

• 2007年07月 CSI受託決定

• 2007年08月 教員へのヒアリング

• 2007年11月 試験公開開始

• 2008年01月 収録文献100件突破、インタビュー開始

• 2008年03月 正式公開開始



教員の声を反映したシステム

研究者ページ
検索結果の再利用

リンクのない文献も
記載可能



登録件数の推移

正式公開開始

2009年10月21日
登録件数3000件を突破

2009年4月10日
登録件数2000件を突破

2008年10月23日
登録件数1000件を突破



人文研究
人文研究

「商学討究」

「人文研究」

学術雑誌論文
その他：

CBCディスカッショ
ンペーパー
言語センター広報
図書
学位論文
会議発表資料等

登録文献数：3,786件
総ダウンロード回数：994,961回
コンテンツを登録した教員数の割合：85％（平成21年度末）

コンテンツの内容



小樽商科大学IR業務の特徴

1. 図書館を利用する教員と図書館職員との距離
が近い

2. 文系、和文が多く「著者版」概念が薄い

IRに登録されている「学術雑誌論文」488件における割合

出版者版

著者版

日本語

英語 その他



マンツーマン体制

平19 平20 平21 平22
情報普及係長（主査） 鈴木 鈴木 鈴木 南
情報普及係員 中筋 中筋 南 長谷川
情報整理係長 首藤 鹿内 鹿内 鹿内
情報整理係員 南 南 中筋 中筋
情報サービス係長 - 猿橋 猿橋 猿橋

Barrelチームメンバーの変遷

教員一人につき
担当者一人体制

※平19年は情報普及係： 参考係、情報整理係は整理係、情報サービス係は運用係



教員のことを知りたい、
図書館についても知ってほしい

登録100件ごとなど、節目となる論文の著者へのインタビュー

これまでに47回実施

インタビューを他の図書館活動にも活用

1. 登録○件目の論文の内容を教えてください
2. この研究をはじめられたきっかけは何ですか？
3. 現在の研究について教えてください
4. Barrelに掲載された文献をどのような人に読んでもらいたいですか
5. Barrelについてご意見、感想をお願いします

いつも5つの質問



全員野球的なBarrelチーム

目録・図書館
システム等担当

目録・図書館
システム等担当

閲覧カウンター、
リテラシー教育等担当

学術情報課長、
Barrelチームの監督

雑誌担当、本学公式ブログ等
担当

ILL、参考調査、

電子ジャーナル、
DB等担当

複写、寄贈雑誌
受入、スキャン等

担当



従来型業務との接点

たとえば、IRとILLは似ているところ
がある・・・

従来の業務とIRを接近させ、両者

を効率的／相互補完的に運用で
きないか？



IRcuresILLプロジェクトについて



• CSI 領域2
「学術情報資源共有のための図書館間文献
デリバリーサービスを機関リポジトリ構築に
よって代替するための教員・図書館連携方式
の開発」

小樽商科大学・北海道大学・
千葉大学・金沢大学・大阪大学・広島大学
H20～21年度

IRcuresILL



左： 日本（NACSIS‐ILL)
http://cogsci.l.chiba‐u.ac.jp/~tutiya/Talks/071210Tyooken.pptx.pdf

右： ドイツ（SUBITO）
http://www.subito‐doc.de/index.php?pid=Statistik

文献供給サービスの量的推移



• IR構築と、伝統的図書館活動との相互運用

• （背景）電子情報流通の進展、研究情報入手
環境の向上、ILL発生は減衰

– IR登録文献の拡充によるOA加速は、さらなるILL
抑止につながるのでは？

– また逆に、繰り返されるILL発生を機関リポジトリ
の拡充に結びつけるには？

• 総合的な文献供給パフォーマンスの向上の
ために、誰が何をしていけばいいのか？

IRcuresILLのテーマ



関心の所在

IRでは本学教員の書いた論文を無料で公開し
ている。一方、ILL文献複写では1枚35円等費用
を課している。

では、ILLで依頼されたのが本学教員の著作
だったら？

先生方の書いた論文がより多く読まれることを
業務上の歓びとするなら、オンライン（IR）だけ
でなくオフライン（ILL）でもどんどん無償サービ
スしたらよいのでは？



ILLとIRの特徴比較



潜在的な需要への予測対処



小樽商科大学の研究者の書いた文献への
複写依頼に無料で対応

ILL対象となった文献 ： 実在の需要

IR

？

無料ILL(文献複写)受付



• 56件の文献複写依頼を無料で受け付けた
• そのうち54件は、小樽商科大学の刊行物（紀
要など）
• 一般誌掲載文献の依頼は2件のみ

著者の所属が不明であることが多く、
どこに頼んだらいいかわからない！

無料ILL(文献複写)受付



• IR/ILLの概念融合、相互運用への意識喚起
• 両業務担当者からの意見収集
• 平成20年11月6日～21日
• 中間報告書
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?IRcur
esILL

• ご協力ありがとうございました

IRcuresILLアンケート

http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?IRcuresILL
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?IRcuresILL


利用者からILL依頼の申込があった際、その論文が
オープンアクセスになっていたことがありますか？

IRcuresILLアンケート
(ILL文献複写依頼担当者向け)



それをお知らせした際、申込者の反応はいか
がでしたか？（複数回答可）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

A）即時に無料で入手できることなどから）よろこばれた。

B）とくによろこばれたとは言えないが、ILL依頼は中止することに
なった。

C）それでも取り寄せてほしいと言われた。

D）その他

IRcuresILLアンケート
(ILL文献複写依頼担当者向け)



OA増加により、利用者自身が即時に無料で
必要な情報を入手できる機会が増えるのは
大変良い。

ILL依頼件数は減っているが、OA文献がない
かの調査、利用者との相談等、作業量はむ
しろ増えた。

OA文献の周知不足、使い勝手の悪さを感じ
る。利用者への広報の必要性とアクセスのし
やすさを望む。

ILL担当者から多かった意見



IRcuresILLアンケート
（機関リポジトリ担当者向け）

貴IRは、ILL担当者と業務上の連携・接点が

ありますか？

兼任である 6
ワーキンググループ
への参加などの形
で、ILL担当者（の一
部）はIR構築へ参画
している 13



IRcuresILLアンケート
（機関リポジトリ担当者向け）

IR収録文献の総数はCiNiiに匹敵する規模となり、ILL申込みのあった文献が
作業途中でネット上に見つかる、といったケースも増えてきています。一方
逆に、所属研究者の著作文献のうち、ILLで実際にやりとりされている需要
の高い文献を、優先的にIRに搭載するということも考えられます。このことに
ついてどう考えますか。

不可能（または極め
て困難）と考える 2

その他9

ILLでやりとりされている需要の
高い文献を、IR登録のターゲット

としたことがある。12



• うまくいけば、ILL業務に費やしていた労力・時間を
別の利用者サービスに充てられ、業務の効率化が
図れる。

• 図書館が発信する学術情報が利用され、その一方
その影響としてILLが減少することは、図書館が学術

情報流通を創造的に変革することになり、大変意義
の大きい活動であると考えます。

• ILLとIRを関連付けて考えることは、図書館が提供す

るサービスを総括的にとらえ、再構成を考えるため
のきっかけになる。とは言え、いかに実現していくべ
きか，その具体的プロセスがなかなか見えない。

IR担当者から寄せられた意見



需要の高い文献とは？

NACSIS-ILLデータ
3年間分（H18～20年度）
に基づく分析



大量のリクエストが集中する
人気文献の存在



最上位クラスは年をまたいで安定



人気論文著者へのアンケート

• 平成20年度NACSIS‐ILL
データによる人気論文の
著者に送付

• 3年各年の回数（読者の
数）をお知らせし、
アンケートを同封

• 29名に送付し、21名から
回答。
（3名は宛先不明）



人気論文著者へのアンケート

ご著作論文の取り寄せが依頼が多かったことにつ
いて，どう思われますか？（複数回答可）



人気論文著者へのアンケート

読者はどのような層の人々だと思われますか？
（複数回答可）



人気論文著者へのアンケート

（版権上許容される範囲で）あなたの論文をご所属
機関のサイトで無料公開することについて，どう思
われますか？（複数回答可）



人気論文著者へのアンケート

公開したい理由（複数回答可）



IRなし
IRあり

「公開したい」、しかし・・・



I’ll チーム
IR業務とILL業務の接近を目指すチーム、

MLとブログ開設



OAWキャンペーン

ILL利用者にオープンアクセスの
存在を周知するポスター

依頼文献を受け取った研究者に
SAを奨励する チラシ





IRcuresILLプロジェクト2年間の
委託事業期間を終えて

• DRFによる課題意識の継承

– 機関紙による図書館界全体へのアドヴォカシィ

– オープンアクセス週間（10月18～24日）への協賛

オープンアクセスを機関リポジトリ担当者
だけにまかせておいていいのか？



rliaisonプロジェクトについて



rliaison（リポジトリ・リエゾン）プロジェクト

小樽商科大学、帯広畜産大学、北海道大学ほか

– 平成22年度CSI委託事業領域2応募（→不採択）

– ほそぼそと実施

– 実践と、公開メーリングリストでの情報共有



rliaison（リポジトリ・リエゾン）プロジェクト

IRのコンテンツ拡充のためのメソッド開発＋実践

ふたつのアプローチにより
実現をめざす

組織的な
意識喚起活動

義務化方針を含む
制度づくり

インターネット時代に希薄化していく
教員との関係回復、維持



専属司書制度（小樽商科大学）

Barrelチーム（情報整理係、情報サービス係、情報普及係）

1教員に対し、2図書館員を担当としてつける ＝ 「顔が見える」化

“Barrelをはじめ、図書

館のサービス等につい
てのご質問、ご要望等
はすべて私が承りま
す”

小樽商科大学教員128名

年に1度、必ず研究室
を訪問（御用聞き）

• 図書館への要望の聞き取り
• 新しいサービスなどの紹介
• DB講習会などの案内
• 推薦図書の聞き取り

• パスファインダー作成のため
の聞き取り

• 直近1年間の発表論文の抜
刷を回収

• 図書館アンケート

図書館運営、サービスに反映

集めた抜刷は、教員著作とし
て閲覧室に保存
（著作権上、Barrelに登録でき
なかったものも含めて）

Barrelに登録



IRだけではなく、図書館サービス
全域にわたってヒアリング

•図書館から新しいサービスのご案内
•DB講習会などの案内
•「授業ガイド（パスファインダー）」のための聞き取り
•直近1年間の発表論文の回収
•図書館へのご意見・ご要望

図書館運営、サービスに反映



図書館職員の所感
全体的に、Barrelの活動にも、授業ガイドに

も好意的な先生でした。とても有意義な訪問
だったと思います

Barrelについても授業ガイドについても
全体的に好感触で、私の拙い話
にも丁寧に応じてくださいました

先生の研究生活
についてなど、もう
少しお話を聞けれ
ばよかった

ゼミの様子や先生の図書
購入への希望など、図書館
にとって参考になる情報も
多数得られました

こんな取り組みを
するのも仕事が
増えて大変です
ねともおっしゃっ
ていました。

とても感触が
よかったです

学科の事情も聞
くことができ有意

義でした



まとめ

やってよかった、御用聞き

リポジトリは、図書館職員と教員との
距離を近くし、相互の理解を深めることに

大いに寄与している
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